
資料名／春秋花鳥図屛風  遠藤速雄筆  明治～大正時代、菊唐草文扉板
（伝仙台城本丸扉遺品）  江戸時代、朝妻舟図  熊耳耕年筆  明治～昭和
時代（扇面貼交屛風のうち）、宮城県指定文化財  薙刀  銘「国包」（部分）  
江戸時代前期　すべて仙台市博物館蔵

河北新報社、毎日新聞仙台支局、朝日新聞社仙台総局、読売新聞東北総局、産経新聞仙台支局、日本経済新聞社仙台支局、仙台リビング新聞社、
NHK仙台放送局、tｂｃ東北放送、仙台放送、ミヤギテレビ、ｋｈｂ東日本放送、エフエム仙台、仙台シティエフエム  ラジオ３

仙台市博物館主催／
後援／

https://www.city.sendai.jp/museum/
X（旧Twitter）@sendai_shihaku

〒980‒0862 仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉
TEL：022‒225‒3074

仙台市博物館
SENDAI CITY MUSEUM

※会期中に展示替えがあります。

／毎週月曜日（ただし4/28、5/5は開館）、5/7水
／ 9：00～16：45（入館は16：15まで）
／一般・大学生460円（360円）、高校生230円（180円）、小・中学生110円（90円）
※（　 ）内は30名以上の団体料金　※このほか各種割引がございます。詳しくはお問い合わせください。

休 館 日
開館時間
観 覧 料
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ホームページからご応募いただくか、１名様につき1枚の往復はがき
に講座名・住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記し、仙台市博物館
「新収蔵品展」係までお申込みください。

2月25日（火）～3月24日（月）※当日消印有効
※オンラインは2月25日（火）9：00～3月24日（月）17：00まで。
※配慮が必要な場合は、その内容をあらかじめお知らせください。
　（例：手話通訳希望、車椅子での参加希望など）
※応募多数の場合は抽選となります。

●地下鉄利用の場合＝仙台市地下鉄東西線「国際センター駅」南1出口より徒歩約8分
●バス利用の場合＝JR仙台駅西口バスプール⑯よりるーぷる仙台で約20分、「博物館・
国際センター・緑彩館前」下車徒歩約3分

●高速道路利用の場合＝東北自動車道仙台宮城インターチェンジより車で約15分

至 

仙
台
城
跡

至 

宮
城
県
美
術
館

至 東北自動車道
仙台宮城I.C

国際センター駅

仙台
国際センター

青葉通

地下鉄東西線

五色沼

東
二
番
丁
通

晩
翠
通

広
瀬
川

青
葉
山
公
園

仙
臺
緑
彩
館

長
沼

大
町
西
公
園
駅

広瀬通

仙

　台

　駅仙台市
博物館

交通案内
https://www.city.sendai.jp/museum/
X（旧Twitter）@sendai_shihaku

〒980‒0862
仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉
TEL：022‒225‒3074仙台市博物館

SENDAI CITY MUSEUM

関連行事

しろ・まち講座

「おすすめ紹介
学芸員によるリレートーク」
日時：4月19日（土）13：30～15：00（開場13：00）
講師：当館学芸員
会場：博物館ホール
定員：200名

申込方法申込制・聴講無料

オンライン申込みはこちら！

仙
台
城
下
絵
図
　
文
政
３
〜
４
年（
１
８
２
０
〜
２
１
）頃

紅
糸
威
五
枚
胴
具
足
　
江
戸
時
代
中
期
〜
後
期

※すべて仙台市博物館蔵

伊達政宗書状
（天正17年・1589）3月21日付
西根東根中宛

奉行制札
天和2年（1682）5月

脇差　銘「長曽祢虎徹入道興里」　江戸時代前期

大
越
茂
世
像
　
承
応
２
年（
１
６
５
３
）

藩の建築などを担う
作事方の家に伝来した城下絵図

伊達政宗自筆の命令書

貴重なキリシタン関係資料

名工による作刀

仙台藩重臣片倉家に
伝来した具足

大坂の陣で活躍した政宗の家臣
大越茂世の肖像
おお  ごえ   しげ    よ

さく     じ    かた

刀　銘「備前長船源兵衛尉祐定」　桃山時代

展
示
期
間
：
3
月
22
日（
土
）〜
4
月
13
日（
日
）

受付期間

次回展覧会予告 「伊達を継ぐもの」（仮）
令和７年７月４日（金）～８月24日（日）
仙台宇和島歴史姉妹都市締結５０周年記念特別展

※休館日：毎週月曜日（7/21、8/11を除く）、7/22（火）、8/12（火）

QR

駐車場には
限りがございます。
ご来館の際は
公共交通機関を
ご利用ください。

　
仙
台
市
博
物
館
で
は
、博
物
館
活
動
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
、仙
台
を
中
心

と
す
る
地
域
の
歴
史
・
美
術
・
文
化
に
関
す
る
資
料
の
収
集
を
継
続
的
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。昭
和
36
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１
９
６
１
）の
開
館
当
時
１
万
３
千
点
だ
っ
た
収
蔵
資
料
は
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有
志
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方
々
か
ら
の
寄
贈
な
ど
に
よ
っ
て
、現
在
で
は
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万
点
に
達
し
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、平
成
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年（
２
０
１
７
）に
開
催
し
た
新
収
蔵
品
展「
伊
達
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優
品
勢
ぞ
ろ
い
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
」以
降
に
収
集
し
た
古
文
書
や
絵
図
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画
や
刀
剣
な
ど

の
資
料
、お
よ
そ
１
０
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点
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示
し
ま
す
。新
た
に
仙
台
市
博
物
館
の
仲
間
と
な
っ
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さ
ま
ざ
ま
な
収
蔵
品
を
お
楽
し
み
く
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さ
い
。
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